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学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目  加齢に伴う認知機能低下に対する長鎖高度不飽和脂肪酸の摂取の影響に関する研究        
                                               
 






タエン酸（EPA）などの長鎖高度不飽和脂肪酸（LCPUFA）が注目を集めている。ARA や DHA は脳のリン脂質の




の低下に着目し、それらに及ぼす LCPUFA 摂取の影響を明らかにすることを目的とした。 
【方法】認知機能に対する LCPUFA の摂取の影響を明らかにするために、日本人高年齢男性を対象として認知




【結果】本試験条件において、高年齢男性（69 名）の事象関連電位 P300 に対する LCPUFA (ARA 120 mg/日、
DHA 300 mg/日および EPA 100 mg/日) 摂取の影響を評価したところ、情報処理速度の指標である P300 潜時の




齢により著しく減少した新生ニューロン（NeuN/BrdU 二重陽性細胞）の数も DHA 摂取で 34%増加したが有意で
はなかった。 
【結論】日常の食事から摂取する範囲の用量の LCPUFA（ARA、DHA、EPA）の摂取により、加齢に伴う認知機能
の低下が改善することが期待される。また、ARA と DHA はそれぞれ異なるメカニズムを介して海馬ニューロン
新生の加齢による低下を抑制することが示唆される。これらのことから、高齢者の認知機能低下に及ぼす
LCPUFA の摂取の効果には、海馬ニューロン新生を介したメカニズムが関与する可能性が考えられる。 
